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今年度もよろしくお願いいたします！ 
今年度の養護教諭会は新メンバー５人を加えた８人体制で、前年度までの役員

さんを見習い、親しみやすい養護教諭会を目指しています。また、調査研究事業

や養護教諭研修会、県大会なども、山口県養護教諭会のレベルアップを目指して

企画・運営をしていきたいと思っています。養護教諭会は養護教諭による養護教

諭のための会です。会員の皆様のお力を今まで以上に貸していただき、更なる繋

がりを作って、組織力の強化を図っていきたいと思います。 

 

【 役  員  】 

会 長 平田奈奈美 （岩国商業高等学校東分校）     

副会長 吉松 文子 （萩市立椿東小学校） 

副会長 山本 寿子 （田布施町立田布施中学校） 

副会長 重政 敦子 (山口県立徳山高等学校鹿野分校） 

会 計 中村 照枝 （宇部市立厚南中学校） 

庶 務 坂田寿美子  (山口県立山口農業高等学校) 

監 事 久保 明子  (山口県立宇部高等学校)  

監 事 木下 一恵 (下関市立神玉小学校) 

 

 

    

★研修委員★             ★ＨＰ編集委員★ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

★選挙管理委員★ 

 上野 聡子先生（長府 中学校） 

 河村 美子先生（高千穂小学校） 

 原田奈々恵先生（光井 小学校） 

田口 美香先生（明木 小学校） 

熊谷久美子先生（華陽 中学校） 

堀部 悦子先生（岩国工業高校） 

水嶋 佳子先生（徳山 高等学校） 

磯崎 佳子先生（富田西小学校） 

藤井 佑子先生（美川 中学校 

石川めぐみ先生（宇部西高等学校） 

★指導者 

神村信男様（御庄中学校校長） 

  

お世話になります！ 

石原 聡美先生（三蒲小学校） 梅田 直美先生（むつみ中学校）   

上田  保子先生（下関工業高等学校） 



 第１回・第２回研修会を実施しました！！ 

 

 

 

 

             参加者数  ９８名 

【講義・演習】 

・養護教諭として救急処置ができるのは絶対だが、一人だとなか 

なか研修するのは難しいので、このような場で専門家に指導し 

ていただけ、新しい情報も習得でき、とてもよかったです。 

・今までの手順と変わっていることがわかり、新しい方法を学ぶ 

ためには隔年でも参加して学ぶことが必要だと感じました。 

演習することで自分の力量を高めることができると思います。 

【ヒヤリハッとに関する情報交換】 

・養護教諭として緊急時に何をするか、どう動くかを考え直すこ 

とができました。職場の危機意識を日頃から高めておくことが大事であり、必要だと感じた。 

・改めて事故発生時の対応を学べました。また、自分の行動の見直しにもなりました。やるべき事が

多く、不安を感じ、気分が悪くなるほどでしたが、養護教諭として努めていきたいと思います。 

・エピペンを初めて使いました。いい経験になりました。実践的な内容だったので、夏休みの内に、

２学期に備えて準備する参考となりました。 

  

 

 

 

 

参加者数 ３５２名 

 

【講義１：宮本先生】 

・養護教諭が知るべき法律を再確認し、学校教育目

標に沿った学校保健計画が作成できているか確認

したい。 

・身の引き締まる思いで自己評価していました。一番

苦手である分野であり、一番必要性の高い内容でした。よい振り返りのチャンスをいただきました。 

・宮本先生にお出会いできたこと、大変うれしく思いました。本校でのヒヤリハットを職員に訴えて

はいるが、なかなか同じ思いにはなれず、意識の違いを感じている。 

・ 学校教育全般の危機管理の基本をよく学ぶことができた。後半の具体例がもっと聞けるとよかった。

食物アナフィラキシーについて興味深い話が聞けた。 

・危機管理についは十分配慮しているつもりでしたが、宮本先生のお話

を聞きながら、すべてにおいて自分の甘さを実感した。見直しを早速

行っていきたい。 

・田舎の学校なので、危機管理に対してのんびりしている感じがありま

す。何もないことを祈りつつ、何かあった時にはすぐ行動できるよう

しっかり研修していきたいと思います。 

・危機管理についてとても参考になった。養護教諭のかかわりについて今、自分のおかれている立場

を考え、もっと積極的に養護教諭の専門性を考え、かかわっていきたいと思う。 

山口県養護教諭研修会（第１回） 
期日：７月２2 日（月） 

場所：山口県健康づくりセンター   

内容：「ＡＥＤを用いた救急処置」 

   「ヒヤリハットに関するＧ・W」 

講師：山口市消防本部 応急手当指導員 

 

 

山口県養護教諭研修会（第２回） 
期日：７月３１日（水） 

場所：山口県健康づくりセンター  

内容： 

＊講義１「養護教諭における危機管理について」 

講師 岡山大学大学院 宮本香代子 先生 

＊講義２「摂食障害の予防・校内対応」 

 ～学校でできること・できないこと～ 

政策研究大学院大学 鈴木眞理 先生 

参加者の感想 

参加者の感想 



【講義２：鈴木先生】 

・摂食障害の対応は未経験だが学校で発見することができると知り、   

改めて養護教諭の職の重さを感じた。 

・小学生から拒食症の症状が出るとのこと、子どもたちの変化に 

しっかり目を向けなくてはと思いました。 

・専門の話でとてもよかったです。対応方法も具体的で勉強になり 

ました。山口県出身者にこんな素敵な方がおられてうれしく思い 

ました。 

・今まで摂食障害についてきちんと学ぶ機会がなく、今回、講義を聞くことができてよかった。どう

して障害（病気）になるほど追い詰められたのかなど、その子の背景にあるものをしっかり見つめ

たいと思った。 

・摂食障害について病型から対応までわかりやすく説明していただき、勉強になりました。養護教諭

としての役割を十分に生かせるように、子どもにかかわっていきたいと思います。 

・具体的な事例をもとに話されたのでわかりやすかったです。また、体（病気）のメカニズムの話や

心理面の話を聞けて実践に生かせると思いました。勉強になりました。 

・摂食障害の恐ろしさについて改めて知りました。摂食障害になりやすいのは、基本的にまじめな子

であり、成長曲線について、よりこまめに子どもの成長を見ていく必要があると思いました。 

・実際に経験したことのない事例の内容だったので、今後のためにもよい勉強になりました。実際の

事例を交えてのお話だったので、とてもわかりやすかったです。 

・摂食障害は食育だけでなく、人生障害というとらえ方をして、ソーシャルスキルトレーニングも必

要であるということがわかりました。 

・摂食障害について自分の認識が変わりました。とてもわかりやすく、勉強になりました。先生の話

し方、人柄にも養護教諭としても多くのことを学んだように思います。 

 

    

★山口県環境衛生大会表彰★      岩国市立東中学校    沖中 セツヨ   先生 

    山口県立下関南高等学校  古屋 陽子   先生  

  

 お見舞い金について～ご報告とお礼です～ 
今年度、７月 26 日から 28 日にかけて山口県で局地的に非常に激しい雨が降り、複数の学校が被

害を受けたことに対し、7 月 31 日の第 2 回研修会で見舞い金を募らせていただきました。 

その際、総額 ３０．０００円 が集まり、 

下記の通り各校に 1 万円ずつ届けましたので報告いたします。 

   ・萩市立育英小学校   ・萩市立小川小学校 

   ・山口市立嘉年小学校 

 皆様の温かいお気持ちもきっと、各校の子ども達の心に届くことと思います。 

ご協力ありがとうございました。 

山口県養護教諭会では、被災をされたところがありましたら、今後も支援を続けていく

ことができたらと考えていますので、どうぞよろしくお願いします。 

おめでとうございます♪ 


